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明治３２年(1899)生～昭和５年(1930)没 

美川町生まれで、大正８年(1918)、２0 歳のと

きに刊行された｢地上｣が５０万部を超えるベ

ストセラーとなり、一躍有名になるも、傲慢

な態度や奇行から文壇から疎まれ、最後は巣

鴨の保養院でさびしく没した。｢地上｣の他に

｢若芽｣｢大望｣｢早春｣｢帝王者｣｢死を越ゆる｣

｢我世に勝てリ｣｢我世に敗れたり｣｢勝利を前

にして｣等の作品がある。 
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明治３７年(1904)生～昭和２０年(1945)没 

美川町に生れる。大正１２年(1922)村井芳郎

の名前で文芸雑誌｢成長する魂｣を発行。大正

１４年(1924)詩集｢樹陰の椅子｣を出版、室生

犀星に序文を書いてもらうなど好評を得た。

他に｢アヤツリ人形｣｢着物｣などの作品があ

る。 


